閑話休題　アルコール依存症について　その２

むらた

「わたしは、受取人がない小包だった。」Ｔ神父の物語

　Ｔ神父は、実はアル中が進行していて、大阪の教会にいられなくなったのだった。何度も同じ説教をしてしまう。礼拝をすっぽかしてしまう等々。信徒からの訴えもあって困った教区では、Ｔ修道院での生活に期待を託してＴ神父を預けた。しかし、やがて、Ｔ神父は，飲むためにＴ修道院から逃走した。ヒグマが出るという裏の山々を必死で･･･。やがて、大阪に舞い戻った時、Ｍ神父の伝言が待っていた。大阪には、すでにＴ神父の居場所はなかった。後日、Ｔ神父は、「わたしは受取人のない小包のようだった」と述懐していた。

Ｔ神父は東京でＭ神父と出会った。

　Ｔ神父は，Ｍ神父からアル中は、病気であり回復することを聞かされ、一緒にやろうと言われたが、その言葉はほとんど耳に入らなかったという。Ｍ神父は、これから仲間に会いにミーティングに行きますと歩き出した。Ｔ神父はへとへとだったが、どこにも行くところやすることがないので断るという選択はなかった。Ｍ神父に従うしかなかった。もし、あの時断っていたら、今があったかどうか、お酒を飲まないで生きることにつながったかどうかわからない、と後日Ｔ神父は述懐していた。実は、アルコール依存症者には、今日只今から行動するということが最も優先しなければならないことで、仲間に会いに行くということが為すことのすべてなのである。これまで、我慢して何ヶ月かやめたことはあるが長続きはしなかった。気がつけば、飲まない生活が3ヶ月、半年と続いていた。それも我慢でなく気楽に。こうして、Ｔ神父のお酒を飲まないで生きるプログラムが始まった。

Ｔ神父は日本人である。依存症者がＡＡミーティングで使うハンドブックやＡＡの本人や家族、医療や福祉関係者向けのブックレットなどＴ神父が翻訳していた。身近な者用でフォーマルなものではなかったが、専門家の翻訳ではなくアル中本人の翻訳は、この分野では初めてであっただろう。ＡＡの12ステップなど本人の翻訳と専門家の翻訳を比べて読むとわかるのだが、明らかに本人の翻訳の方が断然わかりやすいのだ。（現在は、ＡＡ・ＪＧＳＯではＡＡ関連文書については組織的に翻訳の内容を見直し改定している。）また、アメリカに出かけ、日本にはどんなデイケア施設が有効かなど調査に行った。三ノ輪ＭＡＣ（マック）はその成果である。

　Ｔ神父には、こんな逸話がある。同期の神父達と神父になるため勉強中のこと、Ｔ神父が勉強している姿を誰も見たことはなかったという。しかし、試験になると必ず一番はＴ神父だったという。気さくで小柄で普通のおっさんのような気取りない姿からは想像できないことだった。僕は、北海道を旅行した折、Ｔ神父がしばらく滞在したＴ修道院を訪ねた。時間が遅くなって中に入ることはできなかったが、受付にいた修道士さんにＴ神父のことを尋ねた。覚えていた。Ｔ神父はたしかにここで一時過ごしたんだ。僕はそれを確かめられただけで満足だった。

次回は、「わたし、日本人は嫌いです。」Ｒ神父の物語

